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図 1　水彩紙・透明水彩「書籍と残片」「魯迅美術学院第 4回（魯芸杯）展」学術賞（2004）51㎝× 91㎝


































図 2　前漢（前 206 ～ 8）武帝（在位 ?前 141 ～前 87）の頃の東アジアにおけるフフホト。
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受けたのは官布と烏恩 36、文浩 37、耶拉 38、烏力吉図、満







鄭霞秋 42、胡森徳 43 などがいる。または全国的に有名に
なっていた人物も内モンゴル支援に来ていた。例えば邱




















































た。それに、中国の 2017 年の一人当たりの GDPは約 6
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 「第 8回～第 12 回「全国美術展」」（1994「古壁」、1999「藤椅・
瓶花」、2004「旧籍と残片」、2009 評議員作「緑釉」、2014「画
室・静物と空間」）















 「第 1回と第 2回中国小幅水彩画展」（2003「瓶花」、2009 評議
員作「泥偶と契丹小罐」）




























書店岩波現代文庫、学術 194〕、2010 年）、215 頁では、「以上
なような経過をたどって、1946 年 12 月 26 日には中共中央「内
蒙古自治区政策」も設立を促す指示を発した。そしてついに















７　前注 6前掲『世界歴史大系　中国史 4　明～清』、433 頁で
は、「乾隆帝はジュンガル（オイラト部の一部で、各部統制を
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ゴル王宮貴族と官吏やラマ教などの封建特権階級に圧迫さ
























あり、東経 110°46’ ～ 112°10’、北緯 40°51’ ～ 41°8、自治区
西部に位置し、総面積は 1.72 万㎢で、建成面積が 230㎢、人
口は 300 万となる。海抜標高は 1050mである。2300 年前より
城が作られ、戦国時期（前 475 ～前 221）の趙国の雲中郡、秦



































































名付けられた展覧会は 3回行われている。第 1回は 1929 年上
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術研究書系、当代草原芸術年譜・美術巻』、96 頁。






じめは 6のクラスに、116 名の学生と教員 7名のみであった。




識人たちは尊厳を失った。（中略）その後の 1971 年 9 月から
やっと工農民兵学員として新入生を受けはじめ、運営を取り
戻し始める。（中略）1978 年 3 月に、文化大革命終焉後の初め
ての全国統一試験を通して入学する生徒を迎え、その人数は
527 名だった。（中略）1982 年 10 月 22 日に内モンゴル師範大
学と改称された。（中略）改革開放以来、本学はイギリス、日
本など 9か国の大学と友好大学関係をつくり、1979 年以降ア
メリカ、イギリス、日本などの 7か国の 47 名の専門家が招聘
され指導にあたった。1989年から外国の交換留学生56名を受
け入れ、1978 年以降は本学教員の 75 人を外国大学への進学者
として送った。」と記載。さらに、同書の 126 頁では、師範学
院に所属していた「芸術科美術専攻」については「専攻を設




1965 年に 181 名の卒業生を送り、教員は 29 名になったが、だ
が 1966 ～ 1976（筆者補足：文化革命時代と並行）前の 6年で
は新入生の募集は止まっており、後 4年では 156 名の卒業生
に、教員は 35 名となった。1977 ～ 1991（筆者補足：改革開
放時代）は発展の第 3段階として、1982 年に美術専攻は美術
系として独立し 4年制となり、1988 年に油画と工芸の院生を
募集し始める。この段階での卒業生は 550 名に、教員は 50 人
までに増える。」と記載。続いて、内蒙古師範大学志編纂委員
会『内蒙古師範大学志 2005 ～ 2012』（内蒙古教育出版社、2018








立学院を有している。本学は現在教職員 2400 人に、64 個の専
攻をもち、学部生は 3万人あまりに、大学院生は 4200 人まで
に発展している。」との記載がある。美術関係について、まず、
上述の師範学院時代の芸術科美術専攻は現在美術学院とな
り、筆者の出身学院でもある。同書 108、109 頁では「2012 の








生 1600 人、修士課程在学生は 55 人となる」と記載。引き続
き同書 115、117 頁で、「彫刻学院は彫刻系、陶芸系、壁画系
の 3つの専攻を設け（中略）、専任教員 15 名である」と記載。
最後の民族芸術学院については同書 170、172 頁で「本学院で
は美術系と音楽系との二つの学系を設け、民族服飾（中略）、





































る。」と記載。同書 345 頁では、「1967 年 1 月黒竜江省革命委
員会の成立に引き続き、2月の山東省、貴州、上海（中略）、68
年チベット、新疆両自治区での成立によって、一応全国に打
ち立てるようになった。」と記載。続いて同書 547 ～ 550 頁で
は、「文革が後世に最も長く深刻な影響をもたらすのは、教育
面においてあろう（中略）。高等教育期間が学生募集を停止し

























～ 1955 に内モンゴル画報社の創作員を務める。注 3前掲『草
原芸術研究書系、当代草原芸術年譜・美術巻』63 頁。


























































































































術大学美術教育研究会、2018 年 11 月）を参照。
51　注 23、27 を参照。
52　注 23 を参照。
53　注 9前掲『世界歴史大系　中国史 5　清末～現在』464 頁で
は「中国では一般、1978 年末に開催された 11 期中央委員会第






記載。同書の 484 頁の表 30 の「工業生産額およびセクター別
構成」によると、中国の工業生産額は 1978 年の 4273 億元か
ら1994年の76909億元に上っており、純私有経済の割合も0％
から 11.5％にあっがている。552 頁では「「改革開放路線」へ
の転換の影響は思想・芸術界でも如実に表れ、文革中の活動
停止をへて、77 年に科学院から独立して人文・社会学系の中
国社会科学院も陣容を整えはじめた。（中略）伝統再評価で顕
著な変化を見せたのは、孔子・儒家評価である。78 年頃から、
偉大な教育家限定付き再評価をする動きはあった。」と記載し
ていた。
54　容 『中国文庫・西学東漸記』（生活・読書・新知三聯書店、
2011 年）を参照。
55　高一峰については歴史的な要因によって記録はなく、奥迪
氏の記憶のみにとどまるが、今後は補足調査に努める。
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